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平成19年度
下水道コンクール
２名の作品が入賞！

平
成
20
年
消
防
出
初
式

平
成
20
年
消
防
出
初
式

消
防
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

　
１
月
７
日
（
月
）
、
寄
み
や
ま
運
動
広
場
で

消
防
出
初
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

　
冬
空
の
下
、
第
４
分
団
・
第
７
分
団
に
よ
る

消
防
操
法
、
足
柄
鳶
工
業
連
合
会
に
よ
る
梯
子

乗
り
、
足
柄
消
防
組
合
に
よ
る
応
用
操
法
、
一

斉
放
水
な
ど
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に
向
け
た

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
長
年
地
域
の
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ

た
方
々
の
表
彰
も
行
わ
れ
、
大
勢
の
来
賓
や
観

客
の
方
々
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

【
問
合
せ
】

　
　
庶
務
課
防
災
防
犯
係
　
☎
83
│ 

１
２
２
１

▲寒風吹く中、足柄鳶工業連合会による

　伝統の梯子乗りの演技が行われました。

作
文
の
部
　
優
秀
賞

『
水
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の
』

　
　
　
　
　
　
　
松
田
小
学
校
４
年
　
田
代
　
み
な
み  

さ
ん

書道の部　入賞
　寄小学校４年　オニール　エドワード　丈  さん

流
れ
る
水
の
よ
う
に
線
の
強
弱
が
う
ま
く
使
い
分
け
ら
れ
、

文
字
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
置
さ
れ
た
オ
ニ
ー
ル
さ
ん
の
作
品

消
防
庁
長
官
表
彰

▼
退
職
消
防
団
員
表
彰
（
銀
杯
）

第
７
分
団
　
元
分
団
長
　
渡
邉
　
泰
宏

県
知
事
表
彰

▼
永
年
勤
続
20
年

第
８
分
団
　
分
団
長
　
　
安
藤
　
　
典

第
１
分
団
　
部
長
　
　
　
二
宮
　
敏
彰

第
３
分
団
　
副
分
団
長
　
武
尾
　
哲
治

第
４
分
団
　
団
員
　
　
　
石
澤
　
浩
幸

第
７
分
団
　
部
長
　
　
　
井
上
　
　
守

県
消
防
協
会
長
表
彰

▼
功
績
章

第
６
分
団
　
分
団
長
　
　
大
舘
　
道
男

▼
勤
続
章

第
８
分
団
　
団
員
　
　
　
府
川
　
一
通

第
８
分
団
　
団
員
　
　
　
安
藤
　
裕
幸

第
８
分
団
　
団
員
　
　
　
安
達
　
敏
幸

県
消
防
協
会
足
柄
上
支
部
長
表
彰

本
　
　
団
　
副
団
長
　
　
古
谷
星
エ
人

町
長
表
彰

▼
永
年
勤
続
14
年

第
５
分
団
　
分
団
長
　
　
桐
生
　
　
勝

第
２
分
団
　
団
員
　
　
　
稲
元
　
慶
吾

第
３
分
団
　
部
長
　
　
　
柳
川
　
明
久

第
３
分
団
　
班
長
　
　
　
石
井
　
正
次

第
４
分
団
　
団
員
　
　
　
鍵
和
田
　
栄

第
５
分
団
　
副
分
団
長
　
小
宮
　
光
弘

第
５
分
団
　
班
長
　
　
　
高
橋
　
　
明

第
７
分
団
　
団
員
　
　
　
小
宮
山
光
一

第
８
分
団
　
班
長
　
　
　
渡
辺
　
恵
司

町
消
防
団
長
表
彰

▼
優
良
分
団
　

第
３
分
団

▼
優
良
団
員

第
５
分
団
　
部
長
　
　
　
渋
谷
　
信
行

第
１
分
団
　
団
員
　
　
　
熊
倉
　
克
彰

第
２
分
団
　
班
長
　
　
　
後
藤
　
知
久

第
３
分
団
　
団
員
　
　
　
澁
谷
　
洋
一

第
４
分
団
　
団
員
　
　
　
井
上
　
和
篤

第
６
分
団
　
団
員
　
　
　
松
島
　
浩
二

第
７
分
団
　
団
員
　
　
　
渡
辺
　
孝
吉

　
わ
た
し
達
、
四
年
生
は
、
一
学
期
に
水
の
勉
強
を
し
て
き
ま
し
た
。
下
水
し

ょ
理
場
へ
行
っ
た
り
、
一
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
て
、
生
活
を

す
る
体
験
も
し
ま
し
た
。

　
下
水
し
ょ
理
場
は
、
と
て
も
広
く
て
、
体
育
館
が
何
こ
も
入
る
よ
う
な
と
て

も
大
き
な
た
て
も
の
で
し
た
。
ま
ず
始
め
に
、
水
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
を
見
せ

て
も
ら
っ
た
り
、
お
話
を
聞
い
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
ビ
デ
オ
で
は
、
あ
る
男

の
子
が
自
由
研
究
で
水
に
つ
い
て
調
べ
て
い
て
、
３
人
の
よ
う
せ
い
が
あ
ら
わ

れ
、
水
に
つ
い
て
教
え
る
ビ
デ
オ
で
し
た
。
江
戸
時
代
ヘ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し

て
、
昔
の
水
と
く
ら
べ
て
い
て
、
今
は
昔
よ
り
水
が
き
た
な
い
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
だ
か
ら
、
わ
た
し
は
と
て
も
び
っ
く
り
し
、
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。

昔
の
川
は
魚
が
う
よ
う
よ
と
泳
い
で
い
た
そ
う
で
す
。
わ
た
し
は
、
昔
は
水
が

き
れ
い
だ
っ
た
こ
と
が
、
う
ら
や
ま
し
く
な
り
ま
し
た
。
次
に
お
話
を
聞
か
せ

て
も
ら
っ
た
と
き
は
、
水
を
だ
ん
だ
ん
に
き
れ
い
に
し
て
い
く
こ
と
で
、
と
て

も
き
れ
い
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
に
、
水
を
き
れ
い
に
し
て
い
る
所
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
す

ご
い
早
さ
で
水
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
外
か

ら
は
き
か
い
で
き
れ
い
に
し
て
い
て
か
ん
た
ん
そ
う
に
見
え
ま
し
た
。
け
れ

ど
、
み
ん
な
が
飲
む
水
だ
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
水
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
か
、

見
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
か
ら
、
と
て
も
大
変
な
仕
事
だ
と
い
う
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
そ
の
作
業
を
こ
な
し
て
い
る
下
水
し
ょ
理
場
の
み
な
さ
ん
が

す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
初
め
に
見
た
水
は
茶
色
の
水
だ
っ
た
け
ど
、
最
後
に

見
た
水
は
、
白
く
す
き
と
お
っ
て
い
た
の
で
、
び
っ
く
り
し
た
し
、
水
が
き
れ

い
に
な
っ
た
と
い
う
し
ょ
う
こ
だ
か
ら
、
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　
わ
た
し
は
下
水
し
ょ
理
場
へ
行
っ
て
、
水
は
ど
う
や
っ
て
き
れ
い
に
な
る
の

か
、
水
は
大
切
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
、
下
水
し
ょ
理
場
の
み
な
さ
ん
に
、
か

ん
し
ゃ
を
こ
め
て
お
礼
を
い
い
た
い
で
す
。
わ
た
し
は
、
下
水
し
ょ
理
場
へ
行

っ
て
、
と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
一
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
水
を
入
れ
て
、
生
活
を
し
た
と
き
は
、
思
っ

た
よ
り
も
大
変
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
手
を
あ
ら
う
と
き
に
も
、
水
を
た
く

さ
ん
使
っ
て
い
た
の
で
、
む
だ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
水
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ

て
、
水
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
前
ま
で
は
、
水
が
あ
っ
て
あ
た
り

ま
え
の
生
活
だ
っ
た
け
ど
、
今
で
は
、
む
だ
な
水
を
出
し
て
い
る
わ
た
し
達
が

な
さ
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
三
年
生
ま
で
は
水
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
下

水
し
ょ
理
場
が
あ
る
こ
と
も
、
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
わ
た
し
達
は
、
い
ろ
い
ろ
な
所
で
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
手
あ
ら

い
、
飲
み
水
、
お
ふ
ろ
、
ト
イ
レ
、
食
き
あ
ら
い
、
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
水
を
使
っ
て
い
ま
す
。
一
回
に
、
た
く

さ
ん
の
水
を
使
っ
て
い
る
と
、
も
う
水
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
わ
た
し
は
水
が
な
い
と
、
人
間
は
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
植
物
も
育
た
な
い
し
、
動
物
も
生
活
で
き
ま
せ
ん
。
わ
た
し
は
、
そ
ん
な

の
ぜ
っ
た
い
に
い
や
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
う
な
る
前
に
水
を
大
切
に
使
い
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
自
ぜ
ん
あ
ふ
れ
る
世
界
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
水
の
勉
強
を
し
て
、
水
は
本
当
に
大
切
な

も
の
な
ん
だ
と
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
水
を

大
切
に
使
っ
て
下
さ
い
。

 （財）神奈川県下水道公社で

は、下水道の役割や必要性

について子どもたちにもっ

と知ってもらうため、下水

道について学んでいる相模

川および酒匂川流域市町の

小学４年生を対象に、作文・

ポスター・書道の作品コン

クールを行っています。

　昨年12月15日（土）には、

小田原市生涯学習センター

けやきで表彰式が行われ、応募総数5,195点の中から、

松田・寄小学校４年生各１名の作品が入賞し、表彰を受

けました。

　２月１日から７日までは、生活習慣病

予防週間です。

　生活習慣病とは、毎日のよくない生活

習慣のつみ重ねによって引き起こされる

病気の総称で、具体的には糖尿病・脳卒

中・心臓病などがあります。日本人の３

分の２近くは、この生活習慣病が原因で

なくなっています。そのため、厚生労働

省では、「健康日本２１」の中間評価に

より、脳卒中・虚血性心疾患の死亡率に

改善傾向が見られることと高血圧症・糖

尿病などの患者数は逆に改善していない

現状をふまえ、生活習慣病の対策を促進

しています。

【問合せ】町民健康課健康づくり係

　　　　　　　　　　☎８３－１２２５

　今まで町が行っていた老人保健法に基づく「基本健康診査」はなくなり、医療保険者（町国保、

組合健保、共済等）の責任において実施される「特定健診・特定保健指導」に変わります。（ご

自分の所属する医療保険者は、健康保険証に記載されています。）

健 診 対 象 者　４０歳から７４歳の医療保険加入者

　　　　　　　　（75歳以上の方は、神奈川県後期高齢者医療広域連合が実施方法等を検討中です。）

健診時期や場所　各保険者とも現在準備をすすめています。内容が決定次第、加入している保険

者から通知されます。国民健康保険加入者は、町より通知いたします。

保 健 指 導　健診結果に基づき、生活習慣改善の必要性に応じ「積極的支援」（改善目標を

選択し継続実施できるような支援）「動機づけ支援」（改善点に気づき､行動

できるような支援）にわけた保健指導を医療保険者の責任において行います。

※がん検診は、これまでどおり町が実施いたします。

　
１
月
１
日
付
で
町
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
参
事
級
】

▼
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長
＝
山
崎
正
晴
（
会
計
管
理
者

兼
出
納
室
長
兼
参
事
（
行
政
改
革
・
防
災
防
犯
担
当
）

兼
庶
務
課
長
兼
コ
ス
モ
ス
館
館
長
）

【
課
長
級
】

▼
庶
務
課
長
兼
コ
ス
モ
ス
館
館
長
＝
田
代
清
（
庶
務
課
付

課
長
）

【
係
長
級
】

▼
税
務
課
資
産
税
係
長
＝
早
野
政
弘
（
庶
務
課
主
査
よ
り

昇
格
）

【
主
査
級
以
下
】

▼
税
務
課
主
任
主
事
＝
塚
原
俊
介
（
同
課
主
事
よ
り
昇
格
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

※
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
属

【
退
　
職
】
平
成
19
年
12
月
31
日
付

▼
税
務
課
資
産
税
係
長
＝
山
岸
栄
市

▼
福
祉
課
主
事
＝
高
橋
聡
子

　
　
【
問
合
せ
】
庶
務
課
庶
務
係
　
☎
８
３
│
１
２
２
１

「特定健診・特定保健指導」

　平成12年に地方分権一括法が成立し、「平成の大合併」が全国的

に行われています。県西地域の２市８町でも、「県西地域合併検討会」

を設立して市町村合併のあり方などについて調査・研究を行ってい

るところです。

　では、なぜ今、これほどまでに市町村合併の検討が必要なのでし

ょうか。

①日常生活圏が拡大しています
　交通網の発達などにより、住民の生活圏は市町村の区域を越えて

広がっています。 

②少子高齢化が進んでいます
　少子高齢化の進行と「人口減社会」の到来により、税金を負担す

る人が減る一方、高齢者医療や福祉関係経費が増え、市町村の財政

運営に大きな負担が生じることが予測されています。 

③厳しい財政状況
　国も自治体も行財政改革に取り組んでいますが、その成果は一定

の限界があります。

④地方分権が進展しています
　国から地方への分権の推進により、住民に最も近い基礎自治体で

ある市町村には、自らの判断と責任において、安定した質の高い行

政サービスを立案し実行することが求められています。 

⑤単独の市町村での対応が困難な課題が増えています
　ごみ処理、消防など、単独の市町村では対応が困難な広域的な行

政課題とともに多様化・高度化する住民ニーズに対応できる専門知

識や高度な能力をもった職員の設置は、小規模市町村には困難です。 

全国の合併状況は
　平成11年３月31日に3,232あった市町村数は、平成19年12月31日に

は1,798になり約44%も減少しました。なかには、70%以上も市町村数

が減少した県もあります。

　県内でも、相模原市が平成18年３月20日に津久井町、相模湖町と、

また平成19年３月11日には城山町、藤野町と順次合併をしました。

　

　このような背景から多くの市町村合併が行われていますが、私た

ちが住む県西地域も決して例外ではなく、町民、議会、行政が一体

となって市町村合併について正面から話し合う時期が来ているのです。

　県西地域合併検討会における検討状況などは、ホームページをご

覧ください。

http://www.city.odawara.kanagawa.jp/gappei/

　　　　　　　　  【問合せ】企画財政課企画係　☎８３－１２２２

合併検討会だより町
職
員
人
事
異
動 

（
敬
称
略
）

法律相談
１日（金）、３月３日（月）

　９：１５ ～ １1：４５
町役場会議室
＜事前予約制＞※先着６名まで

予約受付期間

２月２２日（金）～２９日（金）

詳細はおしらせ号をご覧ください。

【問合せ】

庶務課庶務係　☎83-1221

人権・行政相談（時間は受付時間）

１５日（金）

１０：００ ～ １１：３０
町民文化センター第２学習室

【問合せ】

福祉課子育て支援係 ☎83-1226

相　談

固定資産税（４期）
２月２９日（金）

２月２９日（金）

２月２９日（金）
国民健康保険税（10期）

【問合せ】
町民健康課国保年金係   ☎83-1225

介護保険料（８期）

※税金等のお支払いは、便利な
　口座振替をご利用ください。

【問合せ】
福祉課高齢介護係   ☎83-1226

【問合せ】
税務課資産税係   ☎83-1224

納　税

ママパパクラス

１日（金）１３：１５～１３：３０
山北町健康福祉センター
すくすく育児相談

５日（火）９：３０ ～ １０：３０
3～4か月児健康診査、BCG接種

１３日（水）１３：００～１３：１５
3歳児健康診査

２０日（水）１２：５０～１３：１５
【問合せ】

町民健康課健康づくり係 ☎83-1225

保　健
（時間は受付時間、
場所は健康福祉センター２F）

水道修理当番表
日 電　話業 者 名

１～７

８～14

15～21

22～28

29

㈲松田設備工業

㈲加賀設備工業

㈱熊沢工務店

㈲渋谷管工

㈲筆屋商店

☎82-0609

☎82-4991

☎34-2511

☎89-2528

☎83-0100

生活習慣病予防週間
「向き合おう　自分の体　自分の生活」

生活習慣病予防メタボリックシンドロームに着目

２月１日
～７日

平成20年４月から


